
全体目標

【ｱｳﾄｶﾑ目標 1】
県民が定期的にが
ん情報を得ることが
できる

【目標】あるべき姿： 県民全員ががんの予防、検診、治療に関する一般知識をもち、がんになった時に適切な判断、行動することを目指す。

中期目標（２年）平成２６年度までにメディア、教育機関、各自治体、企業を通じて、一
般市民ががんについての正しい情報を得られるような環境整備が整っている
指 標 ： 講演会参加者数、コンテスト応募数、 市町村別検診受診率
測定方法 ： 講演会満足度アンケート調査

最終目標（５年後）：一般市民ががんに関する基本的な知識を持ち、がんになったときに適切
な判断、行動することができる
指 標 ： （中期目標と同じ）
測定方法 ： （中期目標と同じ）

部会が担
当する分
野の課題
と目標

施策毎の
アウトカ
ム目標

導き出さ
れた対策
項目

施策毎の
アウトプッ
ト目標

施策

アクション
プラン

【対策項目 ３】
一般市民に対しての正しい情報の提供を行なう

【ｱｳﾄｶﾑ目標3】
学校教育へがんに関する教育の導入、校内での
自主的がん講演会の開催（教員向け、PTA向けで

の定期開催）

【施策1】
①マスコミに正しいがん
情報をレクチャーする

②一般市民に正しいがん
情報を発信する

【施策6】
がんの予防・検診・
治療等、県民全体
へのがん啓発番組

を企画する

①マスコミを対象としたセ
ミナーを年4回実施する

②報道回数
新聞2社：12回/年

テレビ局4社：12回/年
ラジオ局4社： 18回/年

【ｱｳﾄｶﾑ目標4 】
各市町村主催の一般市民向け講座の開催によりがん検診

率が向上する

【施策7】
一般向け講演会の
講師リストを公開・
配布し、講演会を実
施する

【施策8】
専門的な病院にお
ける、がん種毎の
担当医を公開する

がん征圧キャンペー
ン月間において、が
ん検診受診啓発、小
児がんや希少がんの
認知のための、ラジ
オキャンペーンCMや、

ラジオ番組を企画放
送する

①平成28年9月まで
に専門的および標
準的医療機関（２５
施設）へのがん種毎
の担当医リストの更
新の依頼をかける。
②平成28年12月が
ん種毎の担当医の
公開（各病院・協議
会のＨＰ）

【施策2】
中高生に対する
がん啓発ポス
ターコンテストの
実施、牛乳パッ
ク広告への掲載

①離島圏を含む
中高生を対象と
したがん啓発ポ
スターコンテスト
の実施
（離島県を含め
た学校へ依頼す
る）
②ポスターの受
賞作は、平成29
年3月までに宮
平乳業と提携し、
牛乳パックの広
告欄に掲載する

【施策3】
①各地区PTA
に向けて、講
演会の講演者
リスト・要項を
配布する

②小中高PTA
向け講演会の
開催とアン
ケート調査

小中高校
PTA200名/年
が講演会に参
加し、アンケー
トアンケート調
査（標準治療
等の基本的な
語彙を知って
いるかの調
査）を行う

（1年間で小中
高いずれかの
学校1校にて

講演）

【施策5】
児童・生徒に
対し、がんに
関する授業を

行う

平成29年3月
までに1回、学
校教育者へ向
けてがん教育
についての講
習会や、児
童・生徒に対
し、がんに関
する授業を開

催する
（1年間で小中
高いずれかの
学校1校にて

講演）

【施策4】
学校教育者向
けのがん教育
についての研
修会を実施す

る

平成29年3月
までに1回、学
校教育者を対
象としたがん
についての教
育指導のため
の研修会を実

施する。
(研修会に参
加した学校教
育者は、各学
校の授業など
で、児童・生徒
に還元する)

離島も含めた公私立小・中・高校

【施策9】
職場でのが
ん検診に対
する理解・
普及啓発、
及びがん検
診率のUPを
推進する

【対策項目 4】
職場の理解：企業
での検診の義務

化強化

【ｱｳﾄｶﾑ目標5】
職場検診受診
率の向上

①平成28年7月まで
に、拠点病院・支援
病院へ、一般向け講
演会の講師リストの
更新の依頼をする。
②平成28年11月リス
トの公開（各病院・協
議会のＨＰ更新）
③平成29年2月まで
にリストの簡易版を
作成し、学校関係・市
町村・企業に配付す
る

【ｱｳﾄｶﾑ目標 2】
学生のがんに関
する知識・関心が

向上する

平成28年度 活動計画概要

普及啓発部会
平成28年5月

がんにより死亡する人の減少
（75歳未満の年齢調整死亡率の20％減少）

すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生
活の質の維持向上

がんになっても安心して暮らせる社会の構築

平成29年3
月までに1
回、一般企
業1社（幹部
職）の方対
象の講演会
を開催する

【対策項目２】
県教育委員会、学校教育機関、またはPTAを媒体としたがん啓発

活動

【対策項目１】

県内メディアへ通じて
の正しいがん情報の

提供
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平成 28 年 9 月 28 日 
沖縄県がん診療連携協議会 

普及啓発部会 
平成 28 年度 養護教諭 5 年 10 年経験研修 

概要 

 
講演の様子 

 
    
   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

開 催 日 時 ： 平成 28 年 8 月 3 日（水）9:30 ～ 11:30 
 8 月 4 日（木）10:30 ～ 12:00  

テ  ー  マ ： 「がんの総論について」 
                    「小児がんについて」 
          「おきなわ小児がん相談支援マニュアルについて」 
講     師 ： 増田 昌人  

（琉球大学医学部付属病院がんセンター長・診療教授） 
 百名 伸之 先生 
（琉球大学医学部附属病院骨髄移植センター長） 
 石郷岡 美穂 氏 
（琉球大学医学部附属病院地域医療部・医療福祉支援センター 主任ＭＳＷ） 

 

主     催 ： 沖縄県立総合教育センター 
共     催 ： 沖縄県がん診療連携協議会 普及啓発部会 

琉球大学医学部附属病院がんセンター 

場     所 ： 沖縄県立総合教育センター（沖縄市） 

参 加 者 数 ： 24 人 

がん診療機能別 人数 

小学校 養護教諭 9 人 

中学校 養護教諭 1 人 

小中学校 養護教諭 0 人 

高等学校 養護教諭 10 人 

特別支援学校 養護教諭 2 人 

合 計 24 人 



小学校, 9, 
41%

中学校, 1, 
5%

高等学校, 
10, 45%

特別支援

学校, 2, 
9%

その他

（

）, 0, 0%

Ｑ３ 所属校

５年, 3, 
13%

７年, 2, 
9%８

年, 
0, 

0%

９年, 1, 
4%

１０年, 
3, 13%

１１年, 
4, 17%

１２年, 
2, 9%

１３年, 
3, 13%

１４年, 
1, 4%

１５年, 
1, 4%

無回答, 
1, 4%

Ｑ４ 実務経験

とても役

に立つと

思う, 18, 
78%

役に立つ

と思う, 4, 
18%

どちらと

も言えな

い, 0, 0%

役に立た

ないと思

う, 0, 0%

全く役に

立たない

と思う, 0, 
0%

無回答, 1, 
4%

Ｑ５ 講演は役に立ったか

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
講演のアンケート結果（回答者 22 名） 
 
Ⅰ．受講者ご自身について 

 

Ｑ２．年代について            Ｑ３．所属する学校について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ４．実務経験について            Ｑ５．講演について 
  

   
 
 
                                             
 
 
 
 
 
 
 
 

 

20歳代, 
0, 0%

30歳代, 
10, 67%

40歳代, 
5, 33%

50歳代, 
0, 0%

その他, 
0, 0%

Ｑ２ 年代



とても役

に立つと

思う, 19, 
86%

役に立つ

と思う, 
3, 14%

どちらと

も言えな

い, 0, 0%

役に立た

ないと思

う, 0, 0%

全く役に

立たない

と思う, 
0, 0%

無回答, 
0, 0%

Ｑ７ 資料は役に立ったか

とても

そうと

思う, 
14, 61%

そうと

思う, 9, 
39%

どちら

とも言

えない, 
0, 0%

あまり

そう思

わない, 
0, 0%

全く思

わない, 
0, 0%

無回答, 
0, 0%

Ｑ８ 同僚に勧めるか

 

Ｑ７．資料は役に立ったか？           Ｑ８．同僚に勧めるか 

 
                                     
                           
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｑ９．講演に関するご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

 

・本校の児童に親をがんで亡くしたケースがあり、どう関わって良いのか今でも悩んでいる

ので、資料を沢山いただいたので、勉強したいと思います。貴重な講話でした、ありがとう

ございました。 

・ありがとうございました。とても勉強になりました。 

・「がん」と一言で言っても、ステージ、部位、家族構成、背景などは様々で、その伝え

方、サポート方法なども違いが出てくることを知ることができて良かったです。相談支援マ

ニュアル、がんサポ、その他資料もとても参考になりました。 

・実務経験の中でがんについて考える・対応する時間がなかったのですが、今回がんについ

て講演を聞いて、がん相談支援センターがあること、また患者だけでなく支援者向けのマニ

ュアルがあることを知り、是非活用していきたいと思います。 

・がんについて聞く機会がなかったので、聞くことができて良かった。実際に闘病中の児童

がいるので、校内の研修にも来ていただけたらと思った。ありがとうございました。 

・「スピードが命」という言葉がとても印象的でした。抱え込まずに、サポートセンターに

電話することを支援していきたいです。 

・がんについての情報が、これまでは、あいまいな部分が有ったが、正確な情報を知ること

が出来た。今後、サポートハンドブックや、相談支援マニュアルを活用していきたい。 

・教員は、がん患者をサポートする人たちをサポートする立場にもあるということを初めて

認識しました。声をかけたり、話を聞いたりすることしかできなかったのですが、それで良

いということがきけてとてもよかったです。ありがとうございました。 

・増田先生、美穂先生の講義、とてもよかったです。（2人のやさしさもとても伝わりまし

た。）様々な支援があるということがわかりました。 

・祖父母や叔母もがんを患っていた時期があるので、私自身がんについてはとても気になる

病気の一つだったので、色々なお話を聞けてよかったです。ありがとうございました。 

 



・生徒の家族や状況について把握していても、具体的にどうサポートをしていけばいいのか

がわかっていなかったので、たくさんの資料やがん相談支援センターがあることがわかった

ので、周囲にも知らせていきたい。 

・県内の状況を知ることができて、本当に身近な問題であることを認識しました。ありがと

うございます。 

・がんは当事者だけの問題ではなく、その方を支える家族、その家族を支える社会の問題だ

と考えました。 

・がんの治療を終えて経過をみながら登校している生徒が校内にいるため、そのサポートが

どのようにされているのかということがわかり、改めて、家族への支援についても考えさせ

られました。また、高校生の 1/2 ががん患者の家族になりうることについて、正しい知識を

もって、その家族を受け入れられるようながん教育が必要だと思いました。小児がんについ

ては、ほとんどが治癒するものですが、治療後の晩期合併症について細かく知ることが出来

て良かったです。二次がんの発症についても一般の発症率より高いことを知り、治療後の環

境設定についても今後配慮していきたいと思いました。細かな講義、たくさんの資料提供、

ありがとうございました。 

・まず、がんは身近な病気であり、必ず、勤務校にも支援が必要な児童がいるということを

自覚していきたい。家族や本人が病気になった際の精神的なサポートができるためには相談

してもらえる人間関係づくり環境づくりがポイントとなってくると思うので、自分自身の人

間性、人格をみがいていきたい。また、相談機関を知る事で、支援の幅が広がり、よりよい

支援ができるので、今日いただいた資料を大切に保管しておきたい。 

・養護教諭として、自分の家族、また、自分が親だったら・・・と色々な立場から考えさせ

られました。子供だけでなく、保護ｓｙあへも情報提供することで支援することが出来ると

知り、良かったです。 

・生徒にとっても、「がん」という病気が身近であることを実感しました。がん患者だけで

なく、患者の家族をサポートする支援機関が多数ある事を初めて知りました。必要な生徒

に、正確な情報を伝えていく事の大切さ、話を聞くだけで十分気が晴れるということが分か

りました。 

・がんは身近にあるんだなと思いました。小児がんについては、サポート体制もしっかりし

ているが、成人のがん患者やその家族のサポート体制の情報も提供できたらいいなと思いま

した。 

・セカンドオピニオンについて、医師からも患者さんへ話しているというのがとても意外で

した。患者さんへの告知についての話しの中で、患者さんの立場を考え、伝え方に配慮され

ているということだったので、どんな場、状況でも、”人間と人間“”思いやりの大切さ

“などに気付かされました。忙しいイメージがある医療機関においても外部との連絡を必要

としていたり、実際の学校現場においても外部との連携を必要としていたり、困っている人

を助けたいという想いが伝わってきました。まず、自分に出来ることは何か考えてみたいと

思います。 

・インターネットの情報で推奨できるものがわずかだという事を知って驚いています。私が

気付いていないか情報を得ていないだけで、がんやがんの患者・家族に関わっている生徒が

半数にも及ぶ事を初めて知りました。今回の講演や頂いた冊子を読んで、今後直面した際に

活用し、支援できればと思いました。 

 



 

Ｑ１０．今後、取り上げてほしいテーマがあれば、教えて下さい。 

・がん患者の家族等の声かけ方法や支援方法等を事例検討やロールプレイ等で体験し

てみたい 

・学校での具体的なサポート方法など 

・教育支援について、くわしく知りたいです。 
 

   

所感 

実際の学校現場で、保健室の先生として、毎日児童生徒の体調管理や保健指導をされて

いる養護教諭の先生方の研修会であった。実体験にもとづいた質問があった。 

・森川特別支援学校について 

・児童・生徒への声かけについて 

・養護教諭、保健室の先生として、がん遺児やきょうだい児へのフォローについて 

・学校と医療機関との連携について 

養護教諭の先生方から現場の声を聞き、がん診療や相談支援に関して、今後は、医師と

各学校との連携、医師と養護教諭の先生方との連携、さらに部会としても「がん教育」の

学校現場での授業などについて検討、構築していく必要がある。 
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